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研究成果の概要（和文）：自閉スペクトラム症(ASD)では感覚異常を高率に伴う。ASDにおける感覚過敏と、ひき
こもり状態などの臨床尺度、生物学的指標との関連について調査した。その結果を本科研費による成果として英
文原著（Front Psychiatry, 2023）として論文化した。ひきこもり状態にあるASDでは、非ひきこもり状態のASD
と比較して、感覚過敏の重症度が高く、尿酸値が低く、アトピー性皮膚炎が目立った。ASDの感覚過敏がひきこ
もり状態に影響していること、酸化ストレスに関係している可能性があることが示唆された。その背景にある脳
基盤について、ASDのみならずADHDも含めた形で、MRI画像研究を継続中である。

研究成果の概要（英文）：Sensory abnormalities are highly prevalent in Autistic Spectrum Disorders 
(ASD), and we analysed the relationship between sensory hypersensitivity in ASD and clinical 
measures such as withdrawal status and blood biochemical tests as biological indicators. The results
 were published as an original paper in English (Front Psychiatry, 2023) as a result of this 
Grant-in-Aid for Scientific Research. The results showed that ASDs in a withdrawal state had more 
severe sensory hypersensitivity, lower uric acid levels and more pronounced atopic dermatitis than 
ASDs in a non-withdrawal state, suggesting that sensory hypersensitivity in ASDs affects the 
withdrawal state and may be related to oxidative stress. MRI imaging studies of the brain 
underpinning this are underway, not only in ASD but also in ADHD.

研究分野： 神経発達症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ASDの感覚過敏は当事者に大きな苦痛をもたらす。それと関連する生物学的背景や臨床症状を検討することは、
感覚過敏の原因や影響を明らかにすることにつながる。本研究では、ASDの感覚過敏、尿酸値などの生化学検
査、ひきこもり状態などの状態像との関連が示唆される結果が得られた。本研究だけでは結論はだせないが、尿
酸値には抗酸化作用があり、酸化ストレスが感覚過敏やひきこもり状態と関係している可能性を示唆している。
これらの知見をもとにした、MRI画像研究は、ADHDも対象に加え、現在遂行中である。ASD,ADHDの感覚異常の生
物学的背景を解明することは、当事者の苦痛の緩和につながり、社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
自閉スペクトラム症(ASD：Autism Spectrum Disorder)では、感覚過敏や鈍麻といった感覚異常
を高率に伴うことが知られており、60〜90%に認められると報告され(Schauder et al. Front 
Neurosci. 2016)ている。一方で、感覚過敏がもたらす生活上への影響、またその生物学的誘因
については、具体的に調査されたことが少ない。ASD が呈する感覚異常は、一次感覚野を含む低
次 か ら の ボ ト ム ア ッ プ 処 理 
(Robertson et al. Nat Rev 
Neurosci. 2017)と選択的注意を
含む高次認知機能によるトップダ
ウ ン 処 理 （ Ohta et al. 
Neuroimage. 2012）の両者が関与
していると考えられる（図１）。し
かし、それらを包括的に検討した
神経画像研究は殆どなく、感覚異
常の神経基盤は明らかになってい
ない。また、低次からのボトムアッ
プ処理と高次からのトップダウン
処理に関して、両者がどのように
ASD の感覚異常に寄与しているか
について複合的な観点から検証さ
れたことはない。 

 

２．研究の目的 
本研究の目的として、まずは ASD の感覚過敏が生活への影響を検討し、背景にある生物学的な特
徴を明らかにする。次に、脳機能として想定されているボトムアップ（感覚刺激に対する感覚野
の活動の不確実性の高さ、馴化のしにくさなど）とトップダウン（選択的注意の調整機能の低下）
処理の脳基盤を検討するものである。 
 
３．研究の方法 
ASD における、感覚過敏の存在とその特徴、生活に与えている影響について、自己記入式の評価
尺度を用いて調査をする。次に、感覚過敏の脳基盤について MRI 画像を用いて調査をする。 
 
４．研究成果 
昭和大学の発達障害外来にて ASD と診断（ADOS による補助面接もあり）され、2019 年 5 月１日
〜2020 年 7 月 30 日の間に同機関に通院している成人男性患者４６名を対象として、感覚異常の
程度（AASP）に加え血液生化学検査などを実施した。半構造化面接にてひきこもり群と非ひきこ
もり群に分類したところ、両群で ASD の重症度（ADOS）や IQ に差はなかった。一方、ひきこも
り群においては、感覚過敏の程
度が有意に強いこと、血液生化
学検査にて尿酸値が有意に低
いこと、アトピー性皮膚炎が多
いことが明らかとなった。先行
研究でも健常者と比較してひ
きこもり群で尿酸値が低いと
報告されており（Kato 2020)、
血中尿酸値はひきこもり状態
のバイオマーカーとなる可能
性が示唆された。尿酸は内因性
の抗酸化物質であり（Ames et 
al.,1981)、酸化ストレスは脳
内のセロトニン濃度を減少さ
せることが知られ て おり
（Arora & Chopra.,2013）、さ
らにセロトニン神経系の調節
異常と回避性パーソナリティ
ー障害との関連も報告されて
いる（Blom et al.,2011）。従
って、低尿酸➡酸化ストレス亢
進➡セロトニン系の障害➡回

図 1 感覚異常とボトムアップ・トップダウン処理との関連
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Figure 2 



避というパスウェイが仮説として想定される。感覚過敏やアトピー性皮膚炎がその酸化ストレ
スの表現形として出現している可能性もある。 
ASD のひきこもり状態に、生物学的側面が影響していることが示され、感覚過敏や酸化ストレス
との関連について示唆された。この成果は、本科研費による成果として英文原著論文として公表
している(Front Psychiatry, 2023)。 
上記調査のなかで、ADHDにも感覚過敏の尺度を測定している。結果としては,ASDのみならずADHD
にも感覚異常の問題が同等に強くみとめられた。加えて両障害の感覚異常の脳病態については
差異が想定されることが示唆されたことから、研究対象を ASD のみならず ADHD も追加し、次の
科学研究費からの支援を得て、本研究期間で準備された fMRI のタスクの考えをもとにして、そ
れをブラッシュアップし、両障害の感覚過敏に関するトップダウン処理、ボトムアップ処理の問
題について MRI 画像研究をしている。 
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